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公立大学法人 長野大学 理事会 議事録 
 

◼ 日  時：令和５年９月２７日（水） ９：３０～１１：３０ 

◼ 場  所：長野大学 ４－３０４会議室 

◼ 出 席 者：平井利博（議長）、小林淳一、織 英子、塚田國之、前田裕子、金子義幸、熊谷圭介、 

山浦和彦、市村和久、金子和寛（監事）、柳原 渉（監事） 

◼ 欠 席 者: なし 

 

 

議事概要 

   

１ 議事録 

（１）前回（8月 30日理事会）会議録の確認 

事前に配信した議事録案の確認を求めたところ、特段の指摘事項がなかったことから、議事録を

確定した。 

 

（２）議事録署名人の指名 

議長から議事録署名人として、熊谷理事、山浦理事が指名された。 

 

２ 審議事項 

    

議案第１号 令和5年度第1回補正予算の編成について 

市村常任理事から、令和 5 年度補正予算編成について、編成方針及びスケジュールについて説

明があり、原案どおり承認された。 

 

議案第２号 任期付教員の再任用について 
小林学長から、任期付教員の再任用に関する上申書が説明され、6 名の対象者のうち 5 名は継

続的在任資格（テニュア）を付与して再任用、1名は条件付きでの再任用が提案された。 

小林学長からは、条件付き再任用を提案した教員は、本来再任用に値しない行為をしているが、

雇用した責任、指導する責任を果たすことも教育機関として重要であるため、学長が預かる形で

再任用を認めてほしいと発言があった。 

これに対し、「何よりも学生の利益を最優先に判断すべき。」「英語のとりまとめを期待していた

が成果がなかった。」「ハラスメント行為をした教員が再任用された場合、ハラスメントを受けた

教員の気持ちはどうなのか。」「これまで何度も問題を起こしている 60歳の教員が、性格を変えら

れるとは考えにくい。今度何か起きたとき任命責任を問われる。」「学長に重い荷物を背負わせて

まで大学に所属してもらう必要性はない。」「公務員の場合懲戒を受けたら再任用はない。こうし

た話は議会筋が一番嫌う話である。公立化前から“教員の質”の問題は議会でも指摘があった。

そうしたことを考慮すると再任はあり得ない。」といった厳しい意見が噴出した。 

また、「教育」「研究」「社会的貢献」「大学運営」の 4 領域の業績評価委員会の評価結果は「充

分評価できる」であったことに関して、業績評価委員会による評価以外の部分をどのように取り

扱うかは現行規定では必ずしも明確になっていないことや現在進行中の係争案件との関係、新た

な紛争発生への危惧も示されたが、この点については、「規定の不備があるから任期満了とするこ

とに躊躇するという考えはおかしい。」「法人として毅然とすべき。毅然と対応することが問題発

生の抑止にもつながる。」「最高決定機関である理事会で意思決定すれば筋がとおる。」との発言が

あった。 

審議の結果、当該教員については 5 年任期で雇用期間満了とすることとし、残り 5 名は再任用

することを決定した。 

 

議案第３号 公立大学法人長野大学過半数代表者との協定書締結について 
菊池総務・人事・施設担当課長から、9月 30日で期間満了となる専門業務型裁量労働制の労使
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協定書の再締結及び時間単位での有給休暇取得に関する協定書の締結を行うことが説明され、原

案どおり承認された。 

議案第４号 令和 6年度入試入学者目標数値 
熊谷副学長から、令和６年度入試の入学者目標数値として、入学定員数から定員数の概ね 1.1

倍（各学部入学定員＋10名程度）の範囲の人数を目安とすることが提案され、原案どおり承認さ

れた。 

 

議案第５号 教員資格審査基準の制定 
小林学長から、社会福祉学部および地域経営学部（環境ツーリズム学部・企業情報学部）の教

員資格審査基準の制定について提案があり、原案どおり承認された。 

 

 

３ 報告事項 

（１） 長野大学における生成 AIの利活用方針について【熊谷理事】 

熊谷理事・教学担当副学長から、生成 AI の利活用方針の内容について報告され、今後学

内外に周知することが付言された。 

 

（２）令和 5年度オープンキャンパス実施結果と入試出願状況【広報入試】 

千住広報入試担当課長から、オープンキャンパスの実施結として数値分析、アンケート自

由記述の内容等が報告された。また、9月 30日に行われる総合型選抜の志願状況についても

併せて報告された。 

 

（３）卒業予定者の内定状況【キャリアサポート】 

    平原キャリアサポート課長から、卒業予定者の内定状況について報告された。 

 

（４）令和５年度 大学・高専成長分野転換支援基金助成金交付決定【法人企画室】 

中山事務局次長・法人改革室長から、大学・高専成長分野転換支援基金助成金の交付が決

定したことが報告された。助成金額は、前回理事会で報告した内定額と同じ 893,558,000 円

で、交付決定により計画していた事業を推進する必要があるとして、早速 11 月 26 日にシン

ポジウムを開催することが併せて報告された。 

 

（５）防災避難訓練の実施について【総務・人事・施設】 

菊池総務・人事・施設担当課長から、10月 11日に防災避難訓練を実施することが報告され

た。。 

 

（７）その他 

市村理事から、上田市に提出していた令和 4年度財務諸表が 9月 21日付で承認されたこと

から、公告の手続きを進めることが報告された。 

 

４ その他 

監事からのコメントは特になし 

 

 

 

以上 

 次回開催日 令和５年９月２７日（水） 

                          議長 平井 利博      ㊞ 

                          理事 熊谷 圭介      ㊞ 

                          理事 山浦 和彦      ㊞ 


